
・（ ue    io 刀 a ・ nd    も川 er ア ﾈ ?- ― 
「自分の   u 」の 詔 識を考   

は，性同 -" 痒吉 である・ 
催同 -" 博吉 tra"" 、 ality には，性 
自認の 痒菩と性 "" 向の 膵 審が "" りで 

きる，性白 詔 はその 福 庭により，さら 
に服装倒錯 L" 、 v 於 u ， "  を性奄錯 か 
ら   することがある，前者は   紅 

id 飢廿 城山 SOrd 汀 (GD) とも呼 ぽ れ 
服装などの自己表現で自己の 也と牲自 
詔の "" 感が拝決される ・外 " 。 術 ・ 

ホルモン 涙 法などにより身体の 竺 物学 
的特 傲 の転換までを希求する 像 者を 
駆 以 I i 。 "F ゆ山 so 田 釘 (Sm) と呼ん 
で " ， 日すること "" 唱されているが， 
日本語でも英語でも " ，と gen 。 ，，の 
用法には混乱がある・性的指向の 陳害 
が同   である，性白 詔 の   が   
に 性 "" 向の 異 席を伴うのに対して， 
性的指向の " 。 は性白 詔 とは "" に見 
られることが多い・ ここで 嬢吝 と呼ぶ 
のはあくまでも生物として 薬殖し ，子 
孫を残し得るかという点からの判断か 
らの "" 的な呼び方で， 偶 4 人の 浦 神 
生活の充実とは全く無関係である， 

「性白 詔 」，「   指向」のいずれも・ 
紹知 ・記憶といった脳の 蔑 能と密接に 
関わると考えるのが自然である， 外嫉 
や "" による脳の局所的な 狽既 から， 

，特に左の """ と皮質下 
である 扁銚 体が， 性衡幼や 性行 幼 の 剣 
何に 膝 連すると想定されている〃 ) ・ 測 
頭 葉の波 瑛 が性行助や技良行功の 充 
進 ， 椅 功の欠如，口唇傾向， 視党失詔 
症などを特徴とする Luv 釘 -BUCy 症 
"" をおこすことほ多くの症例。 " ら 

れており， "" 実瞼 でも， " される， 前 

脳の中で自分の性別 を認識している 
  の両測   紅も 性 衝動や性   の する点 舛が ，扁桃 体 内側 郎幾背測 核の 
    をおこす 飼 があるが， 狸   向に 佳 差とぼ異なる，   されない アン 

変化を生じることはないの ・ また，パー ドロダンも   を生じるので，エスト 
キンソン病の治療のため投与した L-  ロ グン   体とともに，アンドロダン 
DOPA による性 衝 功の 尤 進もまれで 受容体の関与も想定されているの ・ ヒ 

はな v 、 3@ ，性同― 性姥 害を示した限ら トでは アムステルダムのグループが分 
れた症 弼 では・男女双方とも 嗅   や 外条 床核   差を詳しく 覇 べており， 
視床下郎の局所 的担紅 が見られてい 中心部に分   るソマト スクチン   
る 2) ，嗅   は梁 下野とも呼 ぽ れる 嗅 性二ユーロンの数が・男世で女 僅の z 
脳の   で ・ 時に中隔部と呼 ぽれ， こ 倍 あることを見出している，さらに， 
の 部の 破嬢 による性 打 功の 充進は ， 視 男性の 異 と同性愛者では細 飽数 
床下部や   前野との密接な 緒 に差がないが，性同― 性煤 害の男性 
の拐 旬によると考えられるの，   (male- 比 -f    a 卜 M    ) では女性な 
  下部や視 索 前野には 扁銑 体から みに小さく・女性から男性への性同― 

分界条を経由して入ってくる   があ 性 障害 (    ) では男性に等しい大き 
る ・扁桃 体ほ仁功や 本能   に   す さを持っ ヒ、、う ' 功・   の   ほ ， 扁銚 
る亜核 からなっており，特に内 測   核 から分 昇   核を介し 視索 前野や視 
背   ほう ソトや マウス では フェロ モ   部に至る回路が性 衡幼や 性行勤の 
ン   の 中継 核 である "@ ・ラット でほ ， 実現，「性自認 メ に関与することを示し 
この部位 のニューロンの   体の 六 き ている ・ 

さが血中テストステロンに   して増 ラソトの 内側 視索 前野に形 越 学的な 
加するため 雄で雄 より大きいが，この 性差が   し， 雄 でよく   している 
差は去勢により消失する川 ・― 殿に悩 ことが，も子顕 磁鋭 による シナ プス 数 
の   は に   さ払         の 荻定 ， 由回辣色 福本による 柑状突 
の 血中性ホルモン 澁 度に反応しないの 超 の 最さ ， Ni 鈴丁 染色 篠 本での細胞 数 
で ・扁桃 体 内回 部 後背 何 核のこの 性 費 といった バ ラメータから示されてきた 
は特異である・この 都 位 を破 瞭 された (    は 由 y 且 M 田 w 臼川 ) ， 視索 前野 
錐 ラットは ，性 付け ( 裡衝功 ) ぼ の性的二理 核   Uauy  田口 O の F 。 

減少せず性的指向を失う (KO 血 。 也 n      of    pr 如 pdC a はが SDN- 
蕊 k    a ，末発 多 ) ・分界 条 からの 視索   A) と呼 ぽ れる 亜核は ，出生当日に 
前野や     への投射には， 分昇条 去勢された 雄 では   となり，同じ時 
床核でシナプス   した も含まれ 期にテストステロン   すると 苛伝 
る ・分界   核の 主咳 にほ性差があり， 的   UQ 間 わず   となる ' の，   差 

いの ・この性差 は性ホルモンによる アポト ーシスの 如 
の 性的二理核と 制によるもので， ヱ ストロ ゲン でも同 

同様，出生直 笈に性 ホルモン   性に 様の   が得られるが， ジヒド ロテス 
おこる アポト ーシスで       逆的に成立 トステロンが無効なことから，テスト 
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されている川・ただし， S    a もらは第 
3 の INAH と ラットの SDN-POA は 

相同ではないとしており，今後， 
  や伝達 物貰 ， 性 ホルモン受容体の 
分布といった " ， "" から，相同性を 
" ， " する必要がある ・ 
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嗅傍領は B 山 d 価皿の 25 野に相当するが、この 
部位 は前部帯状 回 24 野と共に、前頭前野、扁桃 
核 、島や視床から投射を受ける。前部帯状回の 刺 
激により自律系や内分泌系に変化が起こる 5@ 。 刑 
えぽ性 ホルモンの分泌促進 やぺニスの 勃起、攻撃 
性の増加など、帯状 回 は視床下部と大脳皮質の 機 
能を中継，統合する部位 と考えられている。サル 
では視覚刺激を始め 、種 みの情報に注意を向けて 
正誤を判断し、動機付けや運動調節に関与すると 
の 予想があり口、この部位 の 損鰻 により性同― 性 
障害が起こったとのヒト症例との関連も肯ける。 
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